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 不斉アルドール反応は、ケトンから調製したシリルエノールエーテルとカ

ルボニル化合物による向山法により行われることが一般的であるが、近年、

２つのカルボニル化合物からの直接的アルドール反応が注目を浴びている。

一方、当研究室では、BINAPO(1)を有機触媒とした不斉反応の開発を行って

きた 1。中でも、演者は 1 を触媒としたトリクロロシリルエノールエーテル

のアルドール反応において高ジアステレオかつ高エナンチオ選択的に生成

物が得られることを見出した 2。本反応において、トリクロロシリルエノー

ルエーテルを反応系中で発生させ、それが有機触媒により活性化されて高配

位ケイ素が生成すれば、ケトンからの直接的アルドール反応が実現可能であ

ると考え、研究に着手した。 
 10 mol %の 1 を触媒として、四塩化ケイ素、ジイソプロピルエチルアミン存在下、プロピ

オニトリル中、室温にてケトン 2a とアルデヒド 3 の反応を試みたところ、良好な化学収率で

目的物が得られることを見出した。さらに、ケトン 2b を基質とすると選択性の大幅な向上が

観測された。これは高配位ケイ素を経由する直接的アルドール反応としては初めての例であ

る。現在、エナンチオ選択性の向上を目指し反応条件を検討中である。 
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